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●　事務局だより　●

87号をお届けします。
◇　本原稿を書いています10月初旬は、朝夕
は少し冷え込むようになり日中も過ごしやす
くなりましたが、まだ残暑の名残りも感じら
れ半そで姿の人も見られます。本号が出るこ
ろは、秋も深まり、冬支度が始まっているこ
とと思います。

◇　今、長らく不動産流通事業の懸案となっ
ている中古住宅の活性化に向けての取り組み
が本格化しようとしています。消費者が安心
して中古住宅を購入できる仕組みを構築して
流通市場の拡大をしていくための取組です。
本年６月28日、中古住宅の流通促進のための
課題・活性化方策等について議論をしてきた
国土交通省の有識者会議「不動産流通市場活
性化フォーラム」（座長：中川雅之＝日本大
学経済学部教授）は、最終提言をまとめ発表
しました。
　不動産流通市場活性化フォーラムは、①円
滑な不動産取引のための必要な情報の蓄積と
提供、②消費者ニーズに対応できる不動産流
通システムの整備、③不動産流通市場の活性
化に向けた環境整備を３つの大きな柱とし
て、具体的な方策を提言しています。中古住
宅を購入する消費者に共通する大きな不安点
に土地・建物の瑕疵の問題があります。また、
その建物の性能・品質に係わらず年数のみに
より価格査定が行われ、適正な資産評価がな
されていないことも円滑な不動産流通の阻害
要因になっています。これらの点についても、
インスペクション（建物診断）のルール設定、
地盤の履歴の統一化・標準化を検討していく
ことが必要であることや木造住宅が耐久性を
有する期間を一律30年程度とする考え方を見
直して、例えば築60年以上の木造住宅も豊富
に流通するような中古住宅市場を構築するこ
とを目指して、個々の住宅の品質を重視した
評価等のあり方について検討すべきことを提
言しています。

　９月23日（日）には、日本経済新聞 朝刊
の一面に「中古住宅情報100万件－官民で集
積 20兆円市場育成」のタイトルで、中古住
宅市場の活性化に官民が連携して取り組み始
めたことの記事が掲載されました。「住宅産
業の活性化、住宅の質改善の両面から中古住
宅市場のテコ入れが不可欠であり、政府は
2020年に中古市場・改修市場の取引規模を現
在の約２倍にあたる20兆円にする目標を掲げ
る。中古住宅取引拡大のために、住宅の質を
比較できる情報インフラの整備、取得・改修
資金を手当てしやすくするなどの環境整備を
進める構えである」こと等が紹介されていま
す。
　インスペクションのルール作り一つをとっ
ても克服しなければならない課題は多くあり
ますが、中古住宅市場の拡大に向けた取り組
みは確実に動き出しています。中古住宅の販
売手法そのものの変革も求められているよう
に思います。
　皆様の会社ではどのような取り組みを検討
されていますでしょうか。
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